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ご　あ　い　さ　つ

群馬県NIE推進協議会会長　森　谷　　　健
（群馬大学社会情報学部教授）

　群馬県NIE推進協議会では、今年度も活発な事業が展開されました。関係者皆様のご尽力の
賜物と、感謝を申し上げます。
　2018年度は、実践指定校として、小学校２校、中学校５校、高等学校２校の合計９校で熱心
な取り組みをしていただきました。小学校から高等学校まで、それぞれの発達段階に応じて、
さまざまな実践が行われました。ご協力いただいた児童・生徒の皆さんと教諭の皆様、ありが
とうございました。また、ご協力をいただいた関係新聞各社に御礼を申し上げます。
　また、2018年度の「NIE全国大会」は、「新聞と歩む　復興、未来へ」をスローガンに、
2018年7月26日、27日の両日にわたり岩手県盛岡市を中心に開催されました。県内からはNIE
アドバイザーの先生方４名の方にご参加をいただきました。
　さらに、小学校、中学校、高等学校だけではなく、大学や社会教育、企業などで、あらため
て新聞を知っていただく機会を多く持つことができました。
　これらの詳細については本報告書に掲載されておりますので、ぜひお読みいただければと思
います。
　いくつものSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）が注目され、他方、教育の中
でもタブレットなどのデジタル・デバイスが活用されるようになってきています。今を生きる
我々、特に子供たちにとってNIEの意義は再確認されてしかるべきだろうと思われ、本協議会
の活動がさらに充実することが期待されるところです。
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語彙を豊かにし、社会への関心を高めるNIEの実践
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言語能力と実社会への関心を高めるNIE
太田市立東中学校
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ものの見方や考え方を深め、思いや考えを伝え合う生徒の育成
−NIE １年目の取り組みを通して−
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新聞記事を読み、自分の感想や意見を書いたり、
発表したりできる生徒の育成

沼田市立薄根中学校　教諭　　兵藤　泰明
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新聞を活用した授業作りの実践
桐生市立相生中学校　教諭　　　小池　正文
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新聞を活用し、世の中をより広い視野で見るためのNIE実践
嬬恋村立嬬恋中学校　　根岸　史直　　山越　竜輔

三田恵里奈　　田中　彰悟
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平成30年度NIE事業への取り組みで生徒が得たもの
群馬県立尾瀬高等学校　教諭　　鈴木経之介　　関上　未来
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NIE　平成30年度の取組
群馬県立伊勢崎高等学校　教諭　　森　貴由紀
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